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女性センター講座開催 

９月１０日（火）、新潟県女性センターにおいて、（一社）パリテ・アカデミー 共同代表の申きよん

さんをお招きし、政治分野における男女共同参画推進の課題と展望についての講演会が開催されました。

当日は、約 30人が参加、講師と、双方向での多くのコミュニケーションも交わされるなど参加者の関心

の高さがうかがえました。 

講演では、世界では、90 年代以降、女性議員が大幅に増えており、男女同数（パリテ）内閣が潮流にな

りつつあることなどが紹介され、日本の課題として、女性と若者の議員が少ないなど、多様性に欠けてい

る点を指摘。女性議員が増えるとどのような変化が期待されるかとして、ジェンダー立法の推進や、育

児・保育予算の増加をはじめ、議会の活性化や投票率の上昇など、多様な視点からの問題提起がなされま

した。 

 女性が政治に参画し、政治文化を変えていくには、まず女性自身が自信を持つこと、ジェンダー規範に

縛られないこと、家族や周囲の理解と支援など、当事者の意識改革が必要だと感じられました。 

 

【参加者の感想】 

・政治の現場には市民の声が正しく届いていないことが多いと感じた。 

いかに画一的な政治がなされているか。 

・若い人や女性が立候補できるような環境を作らねば！ 

・話しをされていた方々がこれからのロールモデルになると確信。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（主な感想） 

・今の政治の現場には、市民の声が正しく届いていないことが多いと感じた。多様性を求める声も女

性議員から多いのは、いかに今、画一的な政治がなされているかということだと思いました。 

                

 

 

 

当会は平成 8 年に元県議の松川キヌヨさんが呼びかけて発足したと聞いております。「県内の地方自治

体女性議員が超党派で交流・研修し資質の向上を図る」と会則にあり、研修会と知事要望が主な事業で会

費により運営されています。   

手元の資料によれば、平成 16 年の県内女性議員数は 105 名でしたが、翌年の平成 17 年には大合併によ

り 61 名に激減しています。その後は横ばい、もしくは減少し、昨年 8 月末では 55 人と寂しい数字でし

た。しかしこの一年で流れが変わりました。議員定数が削減される中、今年 8 月末には 72 人に急増、法施

行が後押ししたことは間違いありませんが、社会の空気が変わってきたと感じます。現在の社会課題は多

様です。様々な経験を経た女性の視点が議会に求められ、後押しする市民が増えてきました。「もっとも

っと女性議員を！」と書いたステッカーを車に貼って、女性議員ゼロの地元上越市で呼びかけています。 

女性財団の存在は、政治分野に参画する女性の精神的な後ろ盾であり、又、センター講座は議員として

の学びを深めるために、大いに活用しております。県内女性議員 100 人超！めざして頑張ります！ 

新潟県女性議員の会会長／新潟県議会議員 秋山三枝子 

新潟県女性議員の会 

センター講座では、女性の政治参画の現状についても説明があ

りました。県内では、「新潟県女性議員の会」が活動しています。

その活動をご紹介します。 

政治分野における男女共同参画 

～政治（議会）に女性が参画すると何が変わる？～ 



 

これからの人材育成セミナー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                         

 

 

 

                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「会員 100万人達成に向けて～女性会員募集中」 

各地域でシルバーの会員が大活躍しています。 

更に活躍していただくために会員拡大に取組んでいます。 

会員は男女を問いませんが、和やかな雰囲気の女性だけの 

入会説明会を開催しているセンターもあります。 

一緒に仲間づくりや社会貢献しませんか。 

まずは、あなたの地域のシルバー人材センターに 

相談してみましょう。 

12 月 1日（日）10：00～17：00 

ホワイトボード・ミーティング○Ｒ  

×対話型リーダーシップ 

 ホワイトボードに意見やアイデアを可視化す

る、効率的、効果的な話しあいの進め方。メンバ

ーの意見を引き出すマネジメントも学びます。 

講 師：ちょん せいこさん 

（株）ひとまち代表取締役 

定員：20 人（申込先着順） 

12 月 8 日（日）10：00～17：00 

ワールド・カフェ  

ファシリテーター養成講座 

新しい知恵やアイデアを生み出す会話の手法 

「ワールド・カフェ」進め方と場づくりの基礎を

身につけます。 

講 師：大川 恒さん 

（株）ＨＲＴ 代表取締役 

定員：16 人（申込先着順） 

どなたでもご参加できます。これからの仕事や市民活動、 

地域活動に活かせる多彩な研修プログラムを提供しています。 

 

 

編集・発行/ 公益財団法人 新潟県女性財団 

〒950-0994 新潟市中央区上所 2-2-2 新潟ユニゾンプラザ 2 階/新潟県女性センター 

TEL:025-285-6610 FAX:025-285-6630 

E-mail:npwf@npwf.jp ホームページ:https://npwf.jp   

会員情報 （公社）新潟県シルバー人材センター連合会 

各セミナー共通 

（会場）新潟県女性センター女性団体交流室 2（新潟ユニゾンプラザ 2 階 新潟市中央区上所 2－2－2） 

（参加費）5,000 円（割引制度あり。お問い合わせください） 

（一時保育）生後 6 か月以上未就学児 協力金：1 人 400 円（2 週間前までに要予約） 

お申込み・お問い合わせ/（公財）新潟県女性財団 TEL:025-285-6610  FAX:025-285-6630 

facebook ページ: 

ｇ 

     ♦毎年 11 月 12 日～25 日は、 

「女性に対する暴力をなくす運動～パープルリボンキャンペーン～」の期間です♦ 

11 月 25 日は、「女性に対する暴力撤廃国際日です。日本では、それまでの 2 週間を「女性

に対する暴力をなくす運動」の期間として様々な取組みがなされます。東京タワーでも運動の

シンボルカラーである紫色（パープル）にライトアップされています。ライトアップには、暴

力の被害者に対して、一人ではないことを伝え、励ます意図が込められています。 

新潟県女性財団では、新潟ユニゾンプラザ１階のイベント広場にて、11 月 7 日（木）～27

日（水）までパネル展示を行います。ぜひお立ち寄りください。 

開 催 報 告 

理事長出張講座 

10 月 30 日（水） 

新潟県立 

小千谷高等学校にて 

生徒・教職員他 640 名

の皆さんへ「男女共同

参画社会がめざすも

の」をテーマに講演し

ました。 


